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野村DC未来トレンド発⾒ファンド 
愛称：DC先⾒の明 

運用報告書(全体版) 
 

第５期（決算日2025年11月14日） 
 

作成対象期間（2024年11月15日～2025年11月14日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 
信 託 期 間 2021年３月５日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

グローバル・マルチテーマ マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、新興国を含む世界
各国の株式（DR（預託証書）を含みます。）を実質的な主要投資対象とし、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうことを基本
とします。マザーファンド受益証券の組入比率は、原則として高位を維持することを基本とします。 
実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行ないません。 

主な投資対象 
野村DC未来トレンド発見ファンド マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株式等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド 新興国を含む世界各国の株式（DR（預託証書）を含みます。）を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
野村DC未来トレンド発見ファンド 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘案して
分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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野村DC未来トレンド発見ファンド

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

2021年３月５日 10,000 － － 100.00 － － － 1 

１期(2021年11月15日) 12,309 10 23.2 123.78 23.8 95.7 － 75 

２期(2022年11月14日) 11,232 10 △ 8.7 125.95 1.8 91.0 － 88 

３期(2023年11月14日) 14,381 10 28.1 150.50 19.5 96.1 － 108 

４期(2024年11月14日) 20,353 10 41.6 200.89 33.5 96.3 － 233 

５期(2025年11月14日) 21,375 0 5.0 236.85 17.9 97.5 － 272 
 
＊ 基準価額の騰落率は分配金込み。 
＊ 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 
＊ 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
 
＊ 参考指数（＝「MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み・円換算ベース）」）は、MSCI All Country World Indexを

もとに、委託会社が円換算したものです。 
＊ 参考指数は設定時を100として指数化しております。 
＊ MSCI All Country World Indexは、MSCIが開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCIに帰属します。

またMSCIは、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 
（出所）MSCI 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2024年11月14日 20,353 － 200.89 － 96.3 － 

11月末 19,802 △ 2.7 195.40 △ 2.7 94.4 － 

12月末 20,293 △ 0.3 203.49 1.3 94.5 － 

2025年１月末 20,491 0.7 203.84 1.5 92.8 － 

２月末 18,909 △ 7.1 194.05 △ 3.4 90.9 － 

３月末 18,028 △11.4 187.93 △ 6.5 87.3 － 

４月末 17,392 △14.5 180.12 △10.3 90.0 － 

５月末 18,515 △ 9.0 192.84 △ 4.0 90.6 － 

６月末 19,410 △ 4.6 202.02 0.6 93.6 － 

７月末 20,415 0.3 213.03 6.0 92.5 － 

８月末 20,077 △ 1.4 214.57 6.8 93.3 － 

９月末 20,454 0.5 223.30 11.2 95.7 － 

10月末 21,649 6.4 237.20 18.1 96.8 － 

(期  末)       

2025年11月14日 21,375 5.0 236.85 17.9 97.5 － 
 
＊ 騰落率は期首比です。 
＊ 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 
＊ 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。   
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野村DC未来トレンド発見ファンド

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2024年11月14日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み・円換算ベース）です。参考指数は、作成期首（2024年

11月14日）の値が基準価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
（上昇要因） 

・2025年１月にトランプ米大統領が就任初日の対中追加関税の発動を見送ったこと 

・４月に米国が相互関税の各国の上乗せ部分についての発動を90日間停止すると発表したこと 

・９月にFRB（米連邦準備制度理事会）が利下げを実施したこと 

 

（下落要因） 

・４月にトランプ米政権による相互関税の発表を受け世界的な景気減速への警戒感が高まっ

たこと 

・８月に発表された７月の米雇用統計で非農業部門雇用者数の伸びが市場予想を下回ったこと 
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○投資環境 
世界の株式市場は、2025年１月にトランプ米大統領が就任し、就任初日の対中追加関税の発

動を見送ったことなどが好感され上昇しました。２月以降は、トランプ米政権による相互関税

の発表を受け世界的な景気減速への警戒感が高まったことなどから下落しましたが、４月に入

ると相互関税の各国の上乗せ部分についての発動を90日間停止すると発表したことなどから

上昇しました。その後は、７月の米雇用統計で非農業部門雇用者数の伸びが市場予想を下回っ

たことなどから下落する場面もありましたが、９月にFRBが利下げを実施したことなどから上

昇し、当期において世界の株式市場は上昇しました。 

為替市場については、米ドルに対して円高となりました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 
［当ファンド］ 

期を通じて、マザーファンドを高位に組み入れました。 

 

［マザーファンド］ 

グローバル・マルチテーマ マザーファンド 

・株式組入比率 

期を通じておおむね高位を維持しました。 

 

・期中の主な動き 

（１） 業種別配分につきましては、資本財・サービスセクターなどを期中平均でオーバーウェ

イト（参考指数に比べ高めの投資比率）としました。一方、コミュニケーション・サー

ビスセクターなどを期中平均でアンダーウェイト（参考指数に比べ低めの投資比率）と

しました。 

 

（２） テーマ別配分につきましては、「AI/ビッグデータ」や「テクノロジーの社会への普及」

などのテーマに関連する銘柄の投資比率を期中平均で高めにしました。前期末から当期

末への変化としては、「新技術」などのテーマに関連する銘柄の投資比率を引き上げた一

方、「高齢化社会」などのテーマに関連する銘柄の投資比率を引き下げました。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

参考指数としているMSCI オール・カント

リー・ワールド・インデックス（配当込み・円換

算ベース）の騰落率が17.9％の上昇となったのに

対して、基準価額は5.0％の上昇となりました。 

 

（主なプラス要因） 

①公益事業セクター内での銘柄選択効果がプ

ラスに寄与したこと、株価騰落率が参考指数

を下回った生活必需品セクターをアンダー

ウェイトとしていたこと 

②生成AIの扱うデータ量が増加することに伴

い、データを保存するためのHDD（ハードディスクドライブ）への需要が拡大すると判断し、

オーバーウェイトとしていた米国のコンピュータ・周辺機器株の株価騰落率が参考指数を上

回ったこと 

 

（主なマイナス要因） 

①金融セクターやコミュニケーション・サービスセクター内での銘柄選択効果がマイナスに影

響したこと 

②AIサーバーに搭載され半導体同士の接続やネットワーク処理能力を高めるために必要な半

導体への需要が高まると判断し、オーバーウェイトとしていた米国の半導体・半導体製造装

置株の株価騰落率が参考指数を下回ったこと 
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◎分配金 

収益分配金は、当ファンドの分配方針に基づき、次表の通りとさせていただきました。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第５期 

2024年11月15日～ 
2025年11月14日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 11,374   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［当ファンド］ 

マザーファンドを高位に組み入れます。 

 

［マザーファンド］ 

・投資環境 

米国経済は、労働市場の弱さは見られるものの底堅く推移しています。雇用サービス会社の

ADPが公表する９月の民間雇用者数は前月差－2.9万人と、８月（同－0.3万人）に続き、２ヵ月

連続で減少しましたが、10月は＋4.2万人となりました。アトランタ連銀のGDP（国内総生産）

予想では、７-９月期の実質GDP成長率は前期比年率＋4.0％（11/５時点）と推計されています。

物価面では、９月のCPI（消費者物価指数）が前年同月比＋3.0％（８月同＋2.9％）と小幅です

が加速しています。10月のFOMC（米連邦公開市場委員会）では、0.25％の利下げが決定され

ましたが、雇用の下振れリスクと物価の上振れリスクのどちらを重視するのかは意見が分かれ

ており、今後の金融政策の不確実性は高く注視が必要です。 
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・運用方針 

グローバルな視点で投資魅力のある中長期の成長テーマを複数選定し、関連する銘柄群を中

心に成長性に着目した銘柄選択を行ないます。成長テーマの選定は、「新たな価値の創造」、「新

興国へのトレンドの広まり」、「社会構造の変化」の観点から選定することを基本とします。成

長テーマは必要に応じて入れ替えを行ないます。また、市場環境やマクロ経済動向も加味し、

組入銘柄および組入比率、その結果としての成長テーマごとの投資比率を決定します。 

 

AI、ビッグデータ、IoT（モノのインターネット）、自動運転など高い成長が期待されるテー

マや、消費、ヘルスケアなど比較的安定的な成長が期待されるテーマにも注目してまいります。

今後も政治情勢や金利動向なども考慮しつつ、「中長期成長期待への積極的投資」と「短期的

な株式市場環境への対応」をバランスよく運用してまいります。 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年11月15日～2025年11月14日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 211  1.078  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (119)  (0.605)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 86)  (0.440)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.033)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 15   0.077   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 15)  (0.076)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.001)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 5   0.023   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  5)  (0.023)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 2   0.008   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.004)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.001)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 233   1.186    

期中の平均基準価額は、19,619円です。  

 
＊ 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊ 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊ 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊ 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.09％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、外貨建資産の保管等に要する費用、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託事務の処理に

要するその他の諸費用等が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年11月15日～2025年11月14日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
グローバル・マルチテーマ マザーファンド 11,082 69,787 7,592 47,299 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2024年11月15日～2025年11月14日) 

 

項 目 
当 期 

グローバル・マルチテーマ マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 324,711,465千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 170,031,909千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.90   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年11月15日～2025年11月14日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2025年11月14日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

グローバル・マルチテーマ マザーファンド 35,671 39,161 270,089 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2025年11月14日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

グローバル・マルチテーマ マザーファンド 270,089 98.5 

コール・ローン等、その他 4,070 1.5 

投資信託財産総額 274,159 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊グローバル・マルチテーマ マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（198,613,387千円）の投資信託財産総額（203,413,584

千円）に対する比率は97.6％です。 

＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝154.74円、１英ポンド＝203.34

円、１デンマーククローネ＝24.09円、１ユーロ＝179.92円、１香港ドル＝19.91円、１新台湾ドル＝4.9768円。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年11月14日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 274,159,195   

 コール・ローン等 4,069,268   

 グローバル・マルチテーマ マザーファンド(評価額) 270,089,873   

 未収利息 54   

(B) 負債 1,341,309   

 未払信託報酬 1,337,273   

 その他未払費用 4,036   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 272,817,886   

 元本 127,634,840   

 次期繰越損益金 145,183,046   

(D) 受益権総口数 127,634,840口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 21,375円 

 
（注）期首元本額は114,965,926円、期中追加設定元本額は45,729,302

円、期中一部解約元本額は33,060,388円、１口当たり純資産額

は2.1375円です。 
 

○損益の状況 (2024年11月15日～2025年11月14日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 16,048   

 受取利息 16,048   

(B) 有価証券売買損益 18,312,862   

 売買益 20,590,757   

 売買損 △  2,277,895   

(C) 信託報酬等 △  2,569,738   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 15,759,172   

(E) 前期繰越損益金 51,065,577   

(F) 追加信託差損益金 78,358,297   

 (配当等相当額) (   51,934,374)  

 (売買損益相当額) (   26,423,923)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 145,183,046   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 145,183,046   

 追加信託差損益金 78,358,297   

 (配当等相当額) (   52,007,821)  

 (売買損益相当額) (   26,350,476)  

 分配準備積立金 66,824,749   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 
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（注）分配金の計算過程（2024年11月15日～2025年11月14日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2024年11月15日～ 
2025年11月14日 

a. 配当等収益(経費控除後) 1,649,620円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 14,109,552円 

c. 信託約款に定める収益調整金 78,358,297円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 51,065,577円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 145,183,046円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 11,374円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

①「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正に伴い、運用報告書の電子交付に関する

条文を変更する所要の約款変更を行ないました。 ＜変更適用日：2025年４月１日＞ 

 

②ファンド名を以下のようにする所要の約款変更を行ないました。 

（旧「野村DC世界株式トレンドファンド」⇒新「野村DC未来トレンド発見ファンド」） 

  ＜変更適用日：2025年７月28日＞ 
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